
実践記録 小学６年 社会科

１ 単元 明治の国づくりを進めた人々
２ 目標

歴史上の人物が何をしたか，どのような関係があるかを知ることにより，歴史上の
出来事について理解を深めることができる。

３ 情報の交流を行う場面と期待される効果
・ 「明治維新の中心人物は誰か。」というテーマで意見を出し合い，情報の交流を行
うことで，立場や見方の違いによる様々な考えを知り，出来事に対する理解を深め
ることができる。

・ 歴史上の人物について，働きや人物の関わりに関する情報を出し合って情報の交
流を行い，人物相関図を作成することで，歴史上の出来事とそれに関わる人間関係
について，理解を深めることができる。

４ 実践の様子
本学級には，出来

事や人物などの重要
語句に関する知識は
あっても，自由な発
想で自らの考えをも
ち，進んで発表をす
ることができる児童
が少ない。そこで，
意見を出し合うこと
で，情報を整理し，
自分なりの考えをも
ったり深めたりする
ことができると考え
た。
明治初期に活躍した西郷隆盛・大久保

利通・木戸孝允・坂本龍馬・勝海舟・明
治天皇・福沢諭吉・板垣退助・伊藤博文
・大隈重信の１０人の人物について人物
相関図を作り，中心人物を探すことにし
た。人物同士の関わりは「協力」「対立」
「関係」というように線で結ばせ，青色
の付箋に人物の働き，吹き出しに人物の
願いや思いを書き込み，貼るようにした。
【資料１】情報の交流をしながら進めた
ことで，自分の知らなかった知識や人物
の関わりを知ることができた。【資料２】
次に，「明治維新の中心人物は誰か。」

という課題について，一人一人に考えさ
せた。その後，グループ・学級全体で意
見交流を行った。意見交流を行う際，友
達の意見で参考にしたいと思ったものは

赤ペンでメモを取らせた。
Ａ児は，明治維新の中心人物を，「西

郷と江戸幕府を倒した人物であったこと」と「岩倉具視と共に海外を視察し，国を豊
かにしたこと」から，大久保利通だと考えた。【資料３】しかし，学級全体で，グルー
プで作った相関図を基に情報の交流を行った後では，友達の，「坂本龍馬が薩長同盟の
仲立ちをしたことで幕府を倒すことにつながった。」という発表から，坂本龍馬が中心

人物であると，考えを変えた。
最後に学習の振り返りを行った。この児童は情報の交流を通じて，「どの人物も明治

の世の中をよくしようとがんばった。」と学習を振り返った。
５ 成果と課題
○ グループや学級全体での意見を出し合い，情報の交流を行ったことで，様々な考
えや見方を知り，自分の意見に固執せず，友達の意見を素直に聞き，自分の考えを
深めることができた。

○ 情報の交流を行い，人物相関図を作ったことで，歴史の流れや人物の関わりから
多面的にとらえることができた。

● 人物相関図をつくる際，情報が多い人物と少ない人物ができてしまい，情報が少
ない人物については情報の交流が活発に行われなかった。


